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Ⅰ 主題設定の理由 
小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編（平成

27年，以下「解説」とする。）では，道徳科の目標

として，よりよく生きるための基盤となる道徳性を

養うため，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度

を育てることが示されている。この中で道徳的判断

力は，人間として生きるために道徳的価値が大切な

ことを理解し，様々な状況下において人間としてど

のように対処することが望まれるかを判断する力で

あり，的確な道徳的判断力をもつことによって，そ

れぞれの場面において機に応じた道徳的行為が可能

になると示されている。また，道徳性は，道徳的実

践につなげていくことができるようにすることが求

められると示されている。 

平成27年度の所属校第３学年を対象に実施した

道徳性調査アンケートの結果では，善悪の判断が十

分にできている回答の割合が約79％，周りの人や状

況も考えて判断している回答の割合が約71％であ

り，比較的割合は高いが，道徳の授業での児童の発

言内容などから判断して道徳的判断力が十分に育っ

ているとはいえない。 

柳沼良太（2006）は，「展開前段で提示した読み

物資料と同じテーマを身近な道徳的問題に置き換え

て，道徳問題のシミュレーションとして設定する。

子どもたちは既に学んだ問題解決のための知恵やス

キルや判断基準を別の身近な問題解決にも転移（応 

用）できるようにする。」1)と述べている。 

そこで，本研究では，展開後半で学んだ解決策の

考え方を応用させる類題を設定し，展開全体を通し

て判断の基になる考え方をもたせるための発問の工

夫を行う。このように，類題の設定と発問の工夫を

行うことによって，道徳的実践につながっていく道

徳的判断力を育てることができると考える。 

道徳的判断力を育てるために，「解説」に記載さ

れている「内容項目の概要」「指導の要点」を踏ま

えて，パフォーマンス課題の作り方を参考にして類

題を設定するという点で先進性があると考え，本研

究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 道徳的判断力を育てる道徳の授業につい

て 
(1) 道徳的判断力とは 

「解説」では，道徳教育は道徳性を構成する諸様

相である道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意

欲と態度を養うことを求めていると示されている。 

柳沼（2015）は，道徳的判断力とは，よりよく生

きるために基本となる道徳的な諸価値や原理原則を

理解した上で，様々な場面や問題状況において人間

としてどのように対処することが望ましいかを認識

して，主体的に判断する力であると述べている。 

研究の要約 

本研究は，学んだ解決策の考え方を応用させる類題の設定と判断の基になる考え方をもたせる発問の

工夫を通して，児童の道徳的判断力を育てる道徳の授業の展開について，明らかにしようとしたもので

ある。具体的には，展開後半で学んだ解決策の考え方を応用させる類題を設定し，展開全体を通して判

断の基になる考え方をもたせるための発問の工夫を行った。これら二つの手立てにより児童の道徳的判

断力を育てることを目指した。その結果，展開前半及び展開後半における児童の道徳的判断の発達段階

を比較すると他人や仲間集団に影響される社会律の段階以上の児童が増えた。このことから，本研究は，

道徳的判断力を育てることに有効であることが分かった。 



 

 
 

押谷由夫（平成26年）は，道徳的判断は単なる善

悪の判断ではなく，人間としてどのように対処すべ

きかを様々な状況下で判断する力ということになる

と述べている。 

これらのことから，道徳的判断力とは，道徳的価

値を理解し，様々な状況において人間としてどのよ

うに対処することが望ましいかを判断する力である

と考える。 

道徳的判断の発達段階について，ノーマン・Ｊ・

ブル（1977）は，アノミー，他律，社会律，自律の

四段階であると述べている。 

森岡卓也（1988）は，ブルの道徳的判断の発達段

階説について，第一段階はアノミーの段階で，快・

苦が唯一の判断基準であり，第二段階は他律の段階

で，大人の賞・罰を自らの善・悪の判断基準とし，

第三段階は社会律の段階で，社会における他人，特

に仲間集団の掟に影響され，第四段階は自律の段階

で，「良心」によって自己を統治すると述べている。 

森岡(2003)が述べているブルの道徳的判断の各

発達段階の子供の考えや気持ちを基に表１のように

まとめた(1)。 

 
表１ ブルの道徳的判断の各発達段階の子供の考えや気持ち(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，森岡修一(2002)は，本研究の対象である第３

学年を含む９～11歳ごろの児童は，第三段階の社会律

の時期にあると述べていることから，本研究では，ブ

ルの道徳的判断の発達段階の第三段階である社会律

の段階以上を目指すこととする。 

(2) 道徳の授業において道徳的判断力を育てる

ためには 

横山利弘（2007）は，道徳の時間の指導で道徳的

判断力を育てるには，読み物資料を活用し，資料に

おける登場人物の行為を取り上げ，その行為選択の

理由を問うことが大切であると述べている。 

藤井千春（1990）は，道徳の授業では，道徳的判

断を子供たちに実際にさせる必要があり，子供たち

は判断のために必要な関連する事実を集め，それら

を意味付け，可能な選択肢を比較・検討し，自分な

りの判断を下すのであると述べている。 

これらのことから，道徳の授業において道徳的判

断力を育てるためには，資料における登場人物の行

為を取り上げ，道徳的判断をさせ，その行為選択の

理由を問い，可能な選択肢を比較・検討させる指導

が必要であると考える。 

 

２ 学んだ解決策の考え方を応用させる類題

の設定と判断の基になる考え方をもたせる

発問の工夫について 
(1) 学んだ解決策の考え方を応用させる類題の

設定について 

ア 学んだ解決策の考え方とは 

 「解説」では，自立した人間として他者と共によ

りよく生きるための基盤となる道徳性を養うには，

道徳的価値について理解する学習を欠くことはでき

ないと示されている。この道徳的価値について理解

するとは，「内容項目を，人間としてよりよく生き

る上で大切なことであると理解すること」「道徳的

価値は大切であってもなかなか実現することができ

ない人間の弱さなども理解すること」「道徳的価値

を実現したり，実現できなかったりする場合の感じ

方，考え方は多様であるということを前提として理

解すること」であると示されている。 

 島恒生（平成27年）は，「どう考えて行動するか」，

その「どう考えて」にしっかりと焦点をもっていく

ことが大切で，これが道徳的な価値というものを真

正面から捉えて多面的，多角的に考え，そして将来

にわたっての様々な選択をしていくときの基になっ

てくるものにつながると述べている。 

 これらのことから，学んだ解決策の考え方とは，

読み物教材を通して学んだ道徳的価値の理解を基に

した考え方であるとする。  

イ 学んだ解決策の考え方を応用させる類題と

は 

 前述のように柳沼（2006）は，展開前段で提示し

た読み物資料と同じテーマを身近な道徳的問題に

置き換えてシミュレーションとして設定すること

発達段階 子供の考えや気持ち 

第一段階 

アノミー 

・おもしろいから～する。 

・おもしろくないから～しない。 

・したいから～する。 

・したくないから～しない。 

第二段階 

他律 

・叱られるから～しない。 

・褒めてくれるから～する。 

・よい（悪い）と言ったから～するのはよ
い（悪い）ことだ。 

第三段階 

社会律 

・仲間外れにされるから～しない。 

・みんながするから，自分もする。 

・やられたから，やり返す。 

・～してくれたから，～してあげる。 

・かわいそうだから～してあげる。 

・悪だから～してやればよい。 

第四段階 

自律 

・誰も言わ（知ら）ないが，よいことだか
ら，しよう。 

・自分も～してほしいから，ほかの人にも
～しよう。 

 

 



 

 
 

で子供たちは既に学んだ問題解決のための知恵や

スキルや判断基準を応用できるようになると述べ

ている。 

このことから，学んだ解決策の考え方を応用させ

る類題とは，読み物教材と同じテーマを身近な道徳

的問題に置き換えた問題であると考える。 

ウ 学んだ解決策の考え方を応用させる類題の

設定の方法 

 石井英真（2015）は，パフォーマンス課題につい

ては，実際に生活や社会で直面するような文脈に即

した問題場面と述べている。 

 このことから，学んだ解決策の考え方を応用させ

る類題の設定においては，実際に生活で直面するよ

うな文脈に即した問題場面であるパフォーマンス課

題の考え方を参考にして設定する。 

 西岡加名恵（2015）は，平成27年５月８日に広島

県立教育センターで行われた広島県第３回中核教員

研修の配付資料「各教科を通じたコンピテンシーの

育成について:パフォーマンス課題の開発と活用」で

パフォーマンス課題の作り方を次のように述べてい

る。①単元の中核に位置する重点目標に見当を付け

る。②「本質的な問い」を明確にする。③その問い

に対してどのようなレベルの答えに達してほしいか

（「原理や一般化」についての「永続的理解」）を

明文化する。④パフォーマンス課題のシナリオを作

る。 

 西岡（2008）は，「本質的な問い」は，一問一答

では答えられないような問いであり，様々な文脈で

活用できるものであると述べている。 

そこで，柳沼（2006）が述べている読み物資料と

同じテーマにするために，「解説」に記載されてい

る「内容項目」「内容項目の概要」「指導の要点」

を踏まえて，類題を設定することとする。 

本研究におけるパフォーマンス課題の作り方を

参考にした類題の設定は，表２に示した流れで行う。 

まず，①では，「単元の中核に位置する重点目標」

は，「内容項目」に当たると考え，これを重点目標

にする。 

次に，②では，西岡（2015）が述べている「本質

的な問い」の書き方である「～するには，どうすれ

ばよいか？」と「永続的理解」の書き方である「～

するには……するとよい。」を用いて「～」の部分

に「内容項目」を当てはめる。例えば，「親切，思

いやり」であれば，「相手のことを思いやり，進ん

で親切にするにはどうすればよいか。」とする。 

そして，③では，「解説」の「内容項目の概要」 

「指導の要点」を参考にして「……」の部分をまと

める。例えば，「相手のことを思いやり，進んで親

切にするには，相手の置かれている状況，困ってい

ること，大変な思いをしていること，悲しい気持ち

でいることなどを自分のこととして想像することに

よって相手のことを考えるとよい。」のようにまと

める。 

最後に，④では，読み物教材の内容と③で明文化

したものを踏まえて，柳沼（2006）が述べているよ

うに身近な道徳的問題に置き換えて，実際に学級で

起きたことを基にして類題を設定する。 

 
表２ パフォーマンス課題の作り方を参考にした 

類題の設定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 判断の基になる考え方をもたせる発問の工

夫について 

ア 判断の基になる考え方とは 

横山（2007）は，善悪・正邪の判断をする際には，

必ずその判断の基になる考え方があり，これを「判

断基準」,「規範」と呼ぶこともでき，判断を下すと

きに照らし合わせるものであると述べている。 

このことから，判断の基になる考え方とは，道徳

的判断をするときに照らし合わせる考え方であると

考える。 

イ 判断の基になる考え方をもたせる発問の工      

夫 

 横山（2007）は，子供たちには，行動目的の妥当

性や動機の純粋さを確認するだけでなく，事の後先

や，行為のもたらす結果についての推量や予測など

を多角的・多面的に考えさせることが大切だと述べ

ている。 

 柳沼(2012)は，多数の解決策を考えた場合には，

流
れ 

パフォーマンス課題の
作り方 

類題の設定の流れ 

①  
単元の中核に位置する
重点目標に見当を付け
る。 

「内容項目」を重点目標
にする。 

②  
「本質的な問い」を明
確にする。 

「～するにはどうすれば
よいか？」の「～」に内
容項目を当てはめて問い
を作る。 

③  

その問いに対してどの
ようなレベルの答えに
達してほしいか（「永
続的理解」）を明文化
する。 

「～するには……すると
よい。」の「……」の部
分を「内容項目の概要」
「指導の要点」を参考に
して明文化する。 

④  
パフォーマンス課題の
シナリオを作る。 

読み物教材の内容と③で
明文化したものを踏まえ
て，実際に学級で起きた
ことを基にして類題を設
定する。 

 
 
 
 



 

 
 

それぞれの解決策を比較検討して最善を絞り込む

ことが重要になると述べ，因果性の見地から，結果

を想定し「そうしたらどうなるのか」を尋ね，可逆

性の原理に基づき，相手の立場で「あなたがそうさ

れてもよいか」を問い，普遍妥当性，関係者の皆が

幸福になれる方法を考えると述べている。 

 これらのことから，判断の基になる考え方をもた

せるために，結果について考えさせる因果性を問う

発問や相手や周りの人のことを考えさせる可逆性を

問う発問が道徳的判断力を育てる上で有効であると

考え，本研究では表３のように２種類の発問を活用

する。 

 
表３ 発問の種類と具体的な発問 

 

 

 

 

(3) 学んだ解決策の考え方を応用させる類題の

設定と判断の基になる考え方をもたせる発問

の工夫を通して目指すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 道徳的判断力を育てる道徳授業の構想図 

 

柳沼（平成27年）は，これからの指導方法は，道

徳性の認知的側面も充実させるために，「登場人物

は何をなすべきか。」「自分なら何をすべきか。」

と尋ねて，道徳的判断力の育成も重視する必要があ

ると述べている。解決策を吟味するために，結果や

見通しを考えたり，可逆性・普遍性・互恵性の原理

を考えたりもできると述べている。また，展開前段

の資料内容を基礎問題として結論を出した後に，応

用問題をシミュレーションとして解いていく方式も

あると述べている。 

このことを踏まえ，道徳的判断力を育てる道徳授

業の構想図を図１に示した。展開後半で応用問題と

しての学んだ解決策の考え方を応用させる類題を設

定する。また，展開全体を通して結果や可逆性の原

理を考える判断の基になる考え方をもたせるための

発問の工夫を行う。展開前半で発問の工夫により判

断の基になる考え方をもたせ，道徳的価値を理解す

る力を付ける。展開後半で学んだ解決策の考え方を

応用して類題を考え，人間としてどのように対処す

ることが望ましいかを判断する力を付ける。この二

つの力を付けることが道徳的判断力の育成につなが

ると考える。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 
道徳の授業において，学んだ解決策の考え方を応

用させる類題と判断の基になる考え方をもたせる発

問の工夫を基に授業を行うことにより道徳的判断力

を育てることができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表４に示す。 

 
表４ 検証の視点と方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究授業について 
 

１ 研究授業の内容 
○ 期 間 平成27年12月10日～平成27年12月17日 

○ 対 象 所属校第３学年（１学級22人） 

 

２ 研究授業の概要 
 道徳の時間の授業の概要を次頁の表５に示す。 

検証の視点 方法 

学んだ解決策の考え方を応用させる

類題を設定したことで，読み物教材を通

して学んだ道徳的価値の理解を基にし

た考え方を応用して考えることができ

たか。 

ワークシート 

授業記録 

判断の基になる考え方をもたせる発

問の工夫をしたことで，結果を考え，相

手や周りの人のことを考えることがで

きたか。 

ワークシート 

授業記録 

学んだ解決策の考え方を応用させる

類題の設定と判断の基になる考え方を

もたせる発問の工夫をしたことで，道徳

的判断力を育てることができたか。 

ワークシート 

授業記録 

 
 

発問の種類 具体的な発問例 

因果性を問う発問 「その結果，どうなるだろうか。」 

可逆性を問う発問 「あなたがそうされてもよいか。」 

 

 



 

 
 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 
 

１ 学んだ解決策の考え方を応用させる類題

を設定したことで，読み物教材を通して学

んだ道徳的価値の理解を基にした考え方を

応用して考えることができたか 
(1) 学級としての変容 

 展開後半で，学んだ解決策の考え方を応用させる

類題を設定した。 

研究授業１・２・３において，読み物教材を通し

て学んだ道徳的価値の理解を基にした考え方を応用

して考えることができた児童とできなかった児童の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分布を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 
図２ 読み物教材を通して学んだ道徳的価値の理解を基に 

   した考え方を応用して考えることができた児童とでき 
なかった児童の分布 

 

研究授業１では15人，研究授業２では20人，研究

授業３では19人の児童が読み物教材を通して学んだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究授業１ 研究授業２ 研究授業３ 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

ＡＢＤ
ＦＧＪ
ＭＮＰ
ＱＲＳ
ＴＵＶ 

ＣＥＨ
ＩＫＬ
Ｏ 

ＡＢＣ
ＤＥＦ
ＧＨＩ
ＪＫＬ
ＭＮＰ
ＱＲＴ
ＵＶ 

Ｏ ＡＢＤ
ＥＦＧ
ＨＩＪ
ＭＮＯ
ＰＱＲ
ＳＴＵ
Ｖ 

ＣＫＬ 

15人 ７人 20人 １人 19人 ３人 

 

表５ 道徳の時間の授業の概要 
 研究授業１ 研究授業２ 研究授業３ 

月日 
主題名 
内容項目 

平成27年12月10日 
正直な心で 
Ａ－（２）正直，誠実 

平成27年12月14日 
きまりはなぜあるの？ 
Ｃ－（11）規則の尊重 

平成27年12月17日 
本当の親切とは 
Ｂ－（６）親切，思いやり 

ねらい 
読み物 
教材名 
【出典】 

 まどガラスを割ったのに謝らず
に逃げたときにどうすればよいか
を考えることを通して，過ちは素直
に改め，正直に明るい心で生活しよ
うとする道徳的判断力を育てる。 
「まどガラスと魚」（一部抜粋） 
【「小学どうとく 生きる力３」 

大阪書籍】 

 友だちに「もういいじゃないか。
ほかの組の子だってあんなに出て
きているよ。」と言われたときにど
うすればよいかを考えることを通
して，きまりの意義を理解し，きま
りを守ろうとする道徳的判断力を
育てる。 

「きまりじゃないか」 
【「どうとく３ 明るい心で」 

東京書籍】 

 おばあさんに声をかけた方がい
いかどうか困っているときにどう
すればよいかを考えることを通し
て，相手のことを思いやり，親切に
しようとする道徳的判断力を育て
る。 
「心と心のあく手」（一部抜粋） 
【わたしたちの道徳小学校三・四年 

文部科学省】 

授業の展開
○主な発問
◎判断の基
になる考え
方をもたせ
る発問 

１ねらいとする道徳的価値について
考える。 

２「まどガラスと魚」を読んで，千
一郎はどうすればよいかを考え，
話し合う。 
〇「ぼくです。」と，口の中でさ
けびながら，千一郎があわてて
かけ出したとき，どんなことを
思っていたでしょう。 

 〇千一郎はどうすればよいと思い
ますか。それはなぜですか。 

◎その結果，どうなると思います
か。    （因果性を問う発問） 

 ◎もし，あなたがガラスを割られ
た家の人なら，そうされてもい
いですか。（可逆性を問う発問） 

【付けたい力】 
道徳的価値を理解する力 

３類題でどうすればよいかを考え，
話し合う。 

（類題）校庭で何人かの友だちと
ボールをけって，看板に当ててい
ると，外れかけていた看板が壊れ
てしまいました。先生が「校庭の
看板が壊れていたのですが，だれ
か事情を知りませんか。」と尋ね
ました。あなたならどうします
か。それはなぜですか。 
【付けたい力】 
人間としてどのように対処する
ことが望ましいかを判断する力 

４道徳的価値について考えたことを
振り返る。 

１ねらいとする道徳的価値につい
て考える。 

２「きまりじゃないか」を読んで，
裕一はどうすればよいかを考え，
話し合う。 

 〇「だめだよ。まだ，赤い旗が出
ているぞ。」と止めたとき，裕
一はどんなことを思っていた
でしょう。 

 〇裕一はどうすればよいと思い
ますか。それはなぜですか。 

 ◎その結果，どうなると思います
か。    （因果性を問う発問） 

 ◎もし，あなたがきまりを守って
外に出ない人なら，そうされて
もいいですか。 

（可逆性を問う発問） 
【付けたい力】 
道徳的価値を理解する力 

３類題でどうすればよいかを考え，
話し合う。 

（類題）友だちとサッカーをして遊
んでいると，ボールが遠くまで
いってしまいました。ボールを教
室に持って帰らないといけない
きまりなので，取りに行こうと
思ったらチャイムが鳴り始めま
した。今日は日直で授業の初めに
挨拶の号令をかけなくてはいけ
ません。あなたならどうします
か。それはなぜですか。 
【付けたい力】 
人間としてどのように対処する
ことが望ましいかを判断する力 

４道徳的価値について考えたことを
振り返る。 

１ねらいとする道徳的価値について
考える。 

２「心と心のあく手」を読んで，ぼ
くはどうすればよいかを考え，話
し合う。 

 〇ぼくが思わず，「荷物，持ちま
す。」と声をかけたのはどんな
気持ちからだったのでしょう。 

 〇おばあさんは本当はどんなこと
を思っているでしょう。 

〇ぼくはどうすればよいと思いま
すか。それはなぜですか。 

 ◎その結果，どうなると思います
か。      （因果性を問う発問） 

 ◎もし，あなたがおばあさんなら，
そうされてもいいですか。        

（可逆性を問う発問）
【付けたい力】 
道徳的価値を理解する力 

３類題でどうすればよいかを考え，
話し合う。 

（類題）算数の時間にコンパスで模
様を描いているとき，なかなか描
けなくて，描けるようになろうと
練習している友だちがいます。
チャイムが鳴って休み時間に
なってもまだ描けていません。そ
の友だちと休み時間に一緒に遊
ぶ約束をしていました。あなたな
らどうしますか。それはなぜです
か。 
【付けたい力】 
人間としてどのように対処する
ことが望ましいかを判断する力 

４道徳的価値について考えたこと
を振り返る。 

 



 

 
 

道徳的価値の理解を基にした考え方を応用して考え

ることができた。このことは，類題を設定したこと

により，児童が道徳的価値に関わる事象を自分自身

の問題として受け止め，展開前半で学んだ道徳的価

値の理解を基にした考え方を使う機会を設けたから

だと考える。 

読み物教材を通して学んだ道徳的価値の理解を

基にした考え方を応用して考えることができた児童

とできなかった児童のワークシートの記述例を表６

に示す。 

 
表６ 読み物教材を通して学んだ道徳的価値の理解を基に 

した考え方を応用して考えることができた児童とでき
なかった児童の記述例（アルファベットは図２に対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｒ・Ａ・Ｂの児童の記述を見ると，各授業の内容

項目に係る道徳的価値の理解を基にした考え方を応

用して考えていることが分かる。 

Ｋ・Ｏの児童の記述を見ると，各授業の内容項目

に係る道徳的価値の理解を基にした考え方を応用し

て考えていないことが分かる。 

(2) 個の変容 

研究授業１・３で考えることができなかったＫの

児童は，道徳的価値は大切だが，自分に嫌なことが

起きるのを避けようと考えたと推測する。展開前半

で道徳的価値をなかなか実現できない人間の弱さに

ついても理解を深め，それを乗り越えてよりよい判

断をしようとする他の児童の意見に触れさせていく

必要がある。 

研究授業１で考えることができなかったＥの児

童は，研究授業２では「分かってくれるかもしれな

いからボールを取りに行って事情を話す。」と記述

していた。類題を考えるときにきまりの大切さにつ

いての理解を基にした考え方を応用したからだと推

測する。 

以上のことから，学んだ解決策の考え方を応用さ

せる類題を設定したことで，読み物教材を通して学

んだ道徳的価値の理解を基にした考え方を応用して

考えることができたと考える。 

 

２ 判断の基になる考え方をもたせる発問の

工夫をしたことで，結果を考え，相手や周

りの人のことを考えることができたか 
(1) 学級としての変容 

展開前半で，判断の基になる考え方をもたせるた

めに因果性・可逆性を問う発問を行った。 

研究授業１・２・３において，結果を考え，相手

や周りの人のことを考えることができた児童とでき

なかった児童の分布を図３に示す。 

 

 

 

 

 

 
図３ 結果を考え，相手や周りの人のことを考えることが 

できた児童とできなかった児童の分布 

 

研究授業１では16人，研究授業２では19人，研究

授業３では19人の児童が結果を考え，相手や周りの

人のことを考えることができた。展開前半において，

因果性を問う発問によって結果を考えられるように

なり，可逆性を問う発問によって相手や周りの人の

ことを考えられるようになったからだと考える。 

結果を考え，相手や周りの人のことを考えること

ができた児童とできなかった児童のワークシートの

記述例を表７に示す。 

 
表７ 結果を考え，相手や周りの人のことを考えることが 

できた児童とできなかった児童の記述例（アルファ
ベットは図３に対応） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 Ｖ・Ｉ・Ｊの児童の記述を見ると結果を考えるだ

けでなく，相手や周りの人のことも考えていること

 

 研究授業１ 研究授業２ 研究授業３ 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

考える
ことが
できた 

考える
ことが
できな
かった 

ＡＢＣ
ＤＦＧ
ＪＭＮ
ＰＱＲ
ＳＴＵ
Ｖ 

ＥＨＩ 
ＫＬＯ 
 

ＡＢＤ
ＥＦＧ
ＨＩＪ
ＫＬＭ
ＮＰＱ
ＲＴＵ
Ｖ 

ＣＯ 
 

ＡＢＤ
ＥＦＧ
ＨＩＪ
ＭＮＯ
ＰＱＲ
ＳＴＵ
Ｖ 

ＣＫＬ 

16人 ６人 19人 ２人 19人 ３人 

 

研
究
授
業
１ 

考えること 
ができた 

Ｖ 嘘をついたらもやもや，見た人がも
やもやになるから正直に言う。 

考えることが
できなかった 

Ｌ めんどくさそうなことになりそうだ
から何も言わない。 

研
究
授
業
２ 

考えること 
ができた 

Ｉ ほかの人が遊べなくなるから昼休憩
に取りに行く。 

考えることが
できなかった 

Ｃ 大休憩に取ったらいいからほうって
おく。 

研
究
授
業
３ 

考えること 
ができた 

Ｊ やらないと上手にできないからずっ
と友だちに付き合ってできるまでや
る。 

考えることが
できなかった 

Ｌ もう遊べないことは分かったからほ
うっておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研
究
授
業
１ 

考えること 
ができた 

Ｒ ずっと心の中がもやもやするから先
生に言う。 

考えることが
できなかった 

Ｋ みんなに文句を言われるから謝らな
い。 

研
究
授
業
２ 

考えること 
ができた 

Ａ きまりがあるし日直だから全力で
走ってボールを取って全力で教室に
戻る。 

考えることが
できなかった 

Ｏ 怒られずにすむから「遅れてすみま
せんでした。」と堂々とちゃんと謝
る。 

研
究
授
業
３ 

考えること 
ができた 

Ｂ 待った方がいつか成功するかもしれ
ないから待つ。 

考えることが
できなかった 

Ｋ 教えてあげたら「教えなくていい
よ。」と言われそうだし手伝ってい
て自分が怒るから教えてあげない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

が分かる。 

Ｌ・Ｃの児童の記述を見ると結果だけを考え，相

手や周りの人のことを考えていないことが分かる。 

(2) 個の変容 

 研究授業１・３で考えることができなかったＬの

児童は，結果の自分への影響を中心に考えていた。

可逆性を問う発問で「あなたがされてもよいか。」

と問うことにより「自分がされたらいやだ。」とい

うことに気付かせることを繰り返し，相手の立場で

考えることができるようにしていく必要がある。 

 研究授業１・２で考えることができなかったＯの

児童は，研究授業３では，「教えてあげた方が早い

し，相手がコンパスの描き方ができるようになるか

もしれないからコンパスの描き方を教える。」と記

述していた。展開前半に「あなたがおばあさんなら

そうされてもよいか。」と問い，相手の立場で考え

させたことで結果を考え，相手のことを考えること

ができたからだと推測する。 

以上のことから，判断の基になる考え方をもたせ

る発問の工夫をしたことで，結果を考え，相手や周

りの人のことを考えることができたと考える。 

 

３ 学んだ解決策の考え方を応用させる類題

の設定と判断の基になる考え方をもたせる

発問の工夫をしたことで，道徳的判断力を

育てることができたか 
(1) 学級としての変容 

研究授業１・２・３において，読み物教材を使っ

た展開前半と類題を使った展開後半の道徳的判断の

発達段階をｐ.134の表１（ブルの道徳的判断の各発

達段階の子供の考えや気持ち）に基づいて見取り，

比較したグラフを図４・５・６に示す。 

研究授業１・２・３を通して，展開前半及び展開

後半における児童の道徳的判断の発達段階を比較す

ると社会律の段階以上の児童が増えた。展開前半で

判断の基になる考え方をもたせる発問により結果を

考え，相手や周りの人のことを考えることで児童が

道徳的価値について理解し，展開後半で類題を考え

るときに道徳的価値の理解を基にした考え方を応用

したことがよりよい判断につながったからだと考え

る。 

研究授業１では，図４のように展開前半で14人

だった社会律の段階以上の判断をした児童が17人に

なり，３人増えた。展開前半で判断の基になる考え

方をもたせる発問により「そのときに言ってくれた

ら向こうもすっきりするしこっちもすっきりする。」

などの意見が出た。話合いを通して正直であること

のよさについて理解したことを基にして考えたから

だと推測する。 

 

 

 

 

 

図４ 展開前半と展開後半の道徳的判断の発達段階の比較 

 

研究授業２では，図５のように展開前半で16人

だった社会律の段階以上の判断をした児童が20人に

なり，４人増えた。展開前半で判断の基になる考え

方をもたせる発問により「きまりを守っていないか

ら怒られる。」という意見が出た。「なぜきまりが

あるのか。」と問い返しを行い「雨が止んでも水た

まりがあるしこけたら怪我したり服が汚れたりする

から。」などの意見が出た。話合いを通してきまり

の意義について理解したことを基にして考えたから

だと推測する。 

 

 

 

 

 
図５ 展開前半と展開後半の道徳的判断の発達段階の比較 

 

研究授業３では，図６のように展開前半で15人

だった社会律の段階以上の判断をした児童が21人に

なり，６人増えた。展開前半で判断の基になる考え

方をもたせる発問により「声をかけられなくてもい

い。声をかけられてもうれしいけど，今は練習中だ

から練習できなくなる。」「声をかけられてもいい。

練習中でもあるけど手伝ってもらったら心の支えに

なる。」などの意見が出た。話合いを通して人によっ

て感じ方が違うことや相手のことを考えることの大

切さについて理解したことを基にして考えたからだ

と推測する。 

 

 

 

 

 
図６ 展開前半と展開後半の道徳的判断の発達段階の比較 

 

(2) 個の変容 

 研究授業３において，展開前半と展開後半の道徳

 

３人増 

（人） 

研究授業１ 

 

（人） 

６人増 

研究授業３ 

 

（人） 

４人増 

研究授業２ 



 

 
 

的判断の発達段階をｐ.134の表１に基づいて見取っ

た分布を図７に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 展開前半と展開後半の道徳的判断の発達段階の分布 

（□は段階が下降した児童， は段階が上昇した児童） 

 

Ｃの児童は，展開前半で他律の段階の「家に帰る

とお金をもらえるかもしれないからほうっておく。」

と記述していた。展開前半で「あなたがおばあさん

ならそうされてもよいか。」と問い「家に帰るまで

に危ない目にあうかもしれないからいやだ。」など

の意見が出た。しかし，Ｃの児童は，展開後半でア

ノミーの段階の「待つのがたいぎいからほうってお

いて遊ぶ。」と記述していた。相手を思いやり，親

切にすることよりも自分の都合を優先して考えたか

らだと推測する。今後，他の児童の多様な考え方や

感じ方に接する中で道徳的価値の大切さに気付かせ

ていく必要がある。 

展開前半でアノミーの段階だったＱの児童は展

開後半で自律の段階の「練習中だから。相手が上手

になってくれるため，見守る。」と記述していた。

展開前半の話合いの中で「おばあさんのことを思っ

て見守る。」などの意見が出た。このことから見守

ることも親切な行為だということについての理解を

基にして考えたからだと推測する。 

以上のことから，学んだ解決策の考え方を応用さ

せる類題の設定と判断の基になる考え方をもたせる

発問の工夫をしたことで，道徳的判断力を育てるこ

とができたと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 
１ 研究の成果 
 学んだ解決策の考え方を応用させる類題を設定

したことで，読み物教材を通して学んだ道徳的価値

の理解を基にした考え方を応用して考えることがで

きた。また，判断の基になる考え方をもたせる発問

の工夫をしたことで，結果を考え，相手や周りの人

のことを考えることができた。これら二つの手立て

により，展開前半及び展開後半における児童の道徳

的判断の発達段階を比較すると社会律の段階以上の

児童が増えた。これらのことから，道徳の授業にお

いて，学んだ解決策の考え方を応用させる類題と判

断の基になる考え方をもたせる発問の工夫を基に授

業を行うことにより道徳的判断力を育てることがで

きることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
○ 判断の基になる考え方をもたせる発問を行った

が，結果だけを考え，相手や周りの人のことを考

えることができなかった児童がいた。可逆性を問

う発問においては，相手や周りの人のことも考え

ることができるようするために，児童が登場人物

の心情を自分との関わりで捉えることができる

ような設定にする必要がある。 

○ １時間の授業において読み物教材と類題の両方

を扱うと，ねらいとする道徳的価値についてじっ

くり考えさせることが難しかった。今後は，じっ

くり道徳的価値について考えさせる「読み物教材

の登場人物への自我関与が中心の授業」と道徳的

実践に結び付けて考えさせる「類題を設定する授

業」を２時間続けて行うなどの工夫を行う必要が

ある。 

 

【注】 

(1) ブルの道徳的判断の各発達段階の子供の考えや気持ち

は，森岡卓也（2003）：「発達の諸相を知るメリット」『道

徳教育６月号』明治図書p.76を参考にし，表として稿者が

整理した。 
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